
エレミヤ書　１章

ֹכּהַ־ןמִוּה֑יָּקִלְחִ־ןבֶּוּהיָ֖מְרְיִירֵ֥בְד1:1ִּ ׃ןמִֽיָנְבִּץרֶאֶ֖בְּתוֹת֔נָעֲבַּרשֶׁ֣אֲם֙ינִהֲֽ

ベニヤミンの地、アナトテにいた祭司の一人、ヒルキヤの子エレミヤのことば。

הרֵ֥שְׂעֶ־שׁלֹשְׁבִּהדָ֑וּהיְךְלֶמֶ֣ןוֹמ֖אָ־ןבֶוּהיָּ֥שִׁאֹיימֵ֛יבִּוילָ֔אֵה֙וָהיְ־רבַדְהיָ֤הָרשֶׁ֨א1:2ֲ

׃וֹכֽלְמָלְהנָ֖שָׁ

このエレミヤに主のことばがあった。ユダの王、アモンの子ヨシヤの時代、その治世の第十三年のこ

とである。

הנָ֔שָׁהרֵ֣שְׂעֶיתֵּ֣שְׁעַם֙תֹּ־דעַהדָ֔וּהיְךְלֶמֶ֣וּ֙ה֙יָּשִׁאֹי־ןבֶּםיקִ֤ יָוֹהיְימֵ֨יבִּיהִ֗יְו1:3ַ

ס׃ישִֽׁימִחֲהַשׁדֶחֹ֥בִַּםלַ֖שָׁוּריְתוֹל֥גְּ־דעַהדָ֑וּהיְךְלֶמֶ֣וּהיָּ֖שִׁאֹי־ןבֶוּהיָּ֥קִדְצִלְ

それはさらに、ユダの王、ヨシヤの子エホヤキムの時代にもあり、ユダの王、ヨシヤの子ゼデキヤの

第十一年の終わりまで、すなわち、その年の第五の月、エルサレムの民の捕囚まで続いた。

׃רמֹֽאלֵילַ֥אֵהוָ֖היְ־רבַדְיהִ֥יְו1:4ַ

次のような主のことばが私にあった。
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ךָיתִּ֑שְׁדַּקְהִםחֶרֶ֖מֵאצֵ֥תֵּםרֶטֶ֛בְוּךָיתִּ֔עְדַיְ֙ןטֶבֶּ֙בַ]ךָ֤רְצָּאֶ[ךרוצאםרֶטֶ֨בְּ（1:51

׃ךָיתִּֽתַנְםיִ֖וֹגּלַאיבִ֥נָ

「わたしは、あなたを胎内に形造る前から あなたを知り、あなたが母の胎を出る前からあなたを聖別

し、国々への預言者と定めていた。」

פ׃יכִנֹֽאָרעַנַ֖־יכִּרבֵּ֑דַּיתִּעְדַ֖יָ־אֹלהנֵּ֥הִהוִֹ֔היְינָֹ֣דאֲהּ֙הָאֲרמַ֗אֹו1:6ָ

私は言った。「ああ、神、主よ、ご覧ください。私はまだ若くて、どう語ってよいか分かりません。」

ֹיּו1:7ַ תאֵ֛וְךְלֵ֔תֵּךָ֙חֲלָשְׁאֶֽרשֶׁ֤אֲ־לכָּ־לעַֽיכִּ֠יכִנֹ֑אָרעַנַ֣רמַ֖אֹתּ־לאַילַ֔אֵה֙וָהיְרמֶא֤

׃רבֵּֽדַתְּךָ֖וְּצַאֲרשֶׁ֥אֲ־לכָּ

主は私に言われた。「まだ若い、と言うな。わたしがあなたを遣わすすべてのところへ行き、わたし

があなたに命じるすべてのことを語れ。

׃הוָֽהיְ־םאֻנְךָלֶ֖צִּהַלְינִ֛אֲךָ֥תְּאִ־יכִּֽםהֶ֑ינֵפְּמִארָ֖יתִּ־לא1:8ַ

彼らの顔を恐れるな。わたしがあなたとともにいて、あなたを救い出すからだ。──主のことば。」

1） ]ךָ֤רְצָּאֶ[ךרוצא の右側は ketiv variant（子音字のみのテキストにこのように書かれているけど）, [左側] は qere variant

（このように読まれるべき）。以下同じ。
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ֹיּוַיפִּ֑־לעַעגַּ֖יַּוַוֹד֔יָ־תאֶה֙וָהיְחלַ֤שְׁיִּו1:9ַ ׃ךָיפִֽבְּירַ֖בָדְיתִּתַ֥נָהנֵּ֛הִילַ֔אֵה֙וָהיְרמֶא֤

そのとき主は御手を伸ばし、私の口に触れられた。主は私に言われた。「見よ、わたしは、わたしの

ことばをあなたの口に与えた。

ץוֹת֖נְלִוְשׁוֹת֥נְלִתוֹכ֔לָמְמַּהַ־לעַוְם֙יִוֹגּהַ־לעַהזֶּ֗הַםוֹיּ֣הַ׀ךָיתִּ֣דְקַפְהִהאֵ֞ר1:10ְ

פ׃עַוֹטֽנְלִוְתוֹנ֖בְלִסוֹר֑הֲלַוְדיבִ֣אֲהַלְוּ

見なさい。わたしは今日、あなたを諸国の民と王国の上に任命する。引き抜き、引き倒し、滅ぼし、

壊し、建て、また植えるために。」

ינִ֥אֲדקֵ֖ שָׁלקֵּ֥מַרמַ֕אֹוָוּהיָ֑מְרְיִהאֶֹ֖רהתָּ֥אַ־המָרמֹ֔אלֵילַ֣אֵה֙וָהיְ־רבַדְיהִ֤יְו1:11ַ

׃האֶֹֽר

主のことばが私にあった。「エレミヤ、あなたは何を見ているのか。」私は言った。「アーモンドの枝

を見ています。」

ֹיּו1:12ַ פ׃וֹתֹֽשׂעֲלַירִ֖בָדְּ־לעַינִ֛אֲדקֵֹ֥שׁ־יכִּֽתוֹא֑רְלִתָּבְטַ֣יהֵילַ֖אֵהוָ֛היְרמֶא֧

すると主は私に言われた。「あなたの見たとおりだ。わたしは、わたしのことばを実現しようと見

張っている。」
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ינִ֣אֲחַ֙וּפ֙נָריסִ֤רמַ֗אֹוָהאֶֹ֑רהתָּ֖אַהמָ֥רמֹ֔אלֵתינִ֣שֵׁ֙ילַאֵ׀הוָ֤היְ־רבַדְיהִ֨יְו1:13ַ

׃הנָוֹפֽצָינֵ֥פְּמִוינָ֖פָוּהאֶֹ֔ר

再び主のことばが私にあった。「あなたは何を見ているのか。」私は言った。「煮え立った釜を見てい

ます。それは北からこちらに傾いています。」

ֹיּו1:14ַ ׃ץרֶאָֽהָיבֵ֖שְֹׁי־לכָּלעַ֥העָ֔רָהָחתַ֣פָּתִּ֙ןוֹפצָּמִילָ֑אֵהוָ֖היְרמֶא֥

すると主は私に言われた。「わざわいが北から、この地の全住民の上に降りかかる。

שׁיאִ֨וּ֩נתְנָוְֽוּאבָ֡וּהוָ֑היְ־םאֻנְהנָוֹפ֖צָתוֹכ֥לְמְמַתוֹח֛פְּשְׁמִ־לכָֽלְארֵֹ֗קינִ֣נְהִ׀יכ1:15ִּ֣

׃הדָֽוּהיְירֵ֥עָ־לכָּלעַ֖וְביבִ֔סָהָ֙יתֶ֙מֹוֹח־לכָּלעַ֤וְִםלַ֗שָׁוּריְירֵ֣עֲשַׁ׀חתַפֶּ֣וֹא֜סְכִּ

今わたしは、北のすべての王国の民に呼びかけている。──主のことば──彼らはやって来て、エル

サレムの門の入り口で、周囲のすべての城壁とユダのすべての町に向かいそれぞれ王座を設ける。

םירִ֔חֵאֲםיהִ֣לֹאלֵוּ֙רטְּקַיְ וַֽינִוּב֗זָעֲרשֶׁ֣אֲםתָ֑עָרָ־לכָּלעַ֖םתָ֔וֹא֙יטַפָּשְׁמִיתִּ֤רְבַּדִו1:16ְ

׃םהֶֽידֵיְישֵׂ֥עֲמַלְוּו֖חֲתַּשְׁיִּֽוַ

わたしは、この地の全住民の悪に対してことごとくさばきを下す。彼らがわたしを捨てて、ほかの

神々に犠牲を供え、自分の手で造った物を拝んだからだ。
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ֹזאְתֶּה֙תָּאַו1:17ְ ךָּ וֶּ֑צַאֲיכִ֖נֹאָרשֶׁ֥אֲ־לכָּתאֵ֛םהֶ֔ילֵאֲתָּ֣רְבַּדִוְתָּ֙מְקַוְךָינֶ֔תְמָר֣

׃םהֶֽינֵפְלִךָ֖תְּחִאֲ־ןפֶּֽםהֶ֔ינֵפְּמִת֙חַתֵּ־לאַ

さあ、あなたは腰に帯を締めて立ち上がり、わたしがあなたに命じるすべてのことを語れ。彼らの顔

におびえるな。さもないと、わたしがあなたを彼らの顔の前でおびえさせる。

תשֶׁחֹ֖נְתוֹמֹ֥חלְוּלזֶ֛רְבַּדוּמּ֥עַלְוּרצָ֜בְמִריעִ֨לְםוֹיּ֗הַךָיתִּ֣תַנְהנֵּ֧הִינִ֞אֲו1:18ַ

׃ץרֶאָֽהָםעַ֥לְוּהָינֶ֖הֲֹכלְהָירֶ֔שָׂלְה֙דָוּהיְיכֵ֤לְמַלְץרֶאָ֑הָ־לכָּ־לעַ

見よ。わたしは今日、あなたを全地に対して、ユダの王たち、首長たち、祭司たち、民衆に対して要

塞の町、鉄の柱、青銅の城壁とする。

פ׃ךָלֶֽיצִּהַלְהוָ֖היְ־םאֻנְינִ֛אֲךָ֥תְּאִ־יכִּֽךְלָ֑וּלכְוּי֣־אֹלוְךָילֶ֖אֵוּמ֥חֲלְנִו1:19ְ

彼らはあなたと戦っても、あなたに勝てない。わたしがあなたとともにいて、──主のことば──あ

なたを救い出すからだ。」
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